
2款　1項　11目

【会計】一般会計

2款：総務費　1項：総務管理費　11目：交通安全対策費

24

【予算額】

一般財源 国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財

112,610千円 14,644千円

【事業の概要】

【予算額の節別内訳】

予算額

7 報償費

佐倉市地域公共交通会議委員謝礼 45千円

10 需用費

消耗品費 50千円

印刷製本費 211千円

修繕料 37千円

12 委託料

コミュニティバス運行業務委託料 109,964千円

13 使用料及び賃借料

構内使用料 264千円

14 工事請負費

施設新設工事 1,410千円

18 負担金補助及び交付金

生活交通路線維持費補助金 15,273千円

127,254千円

生活交通路線維持費補助金

計

報償及び交通費（1回分）

事業用消耗品

コミュニティバス時刻表（5ルート・各3000部）の印刷代

停留所標識修繕

5ルート分

コミュニティバス運行に係る京成志津駅の土地使用料

京成佐倉駅北口誘導サイン設置に係る改修工事費

事業の目的

地域の公共交通網を維持し、交通空白地域の解消を図るほか、公共交通を利用しやすい環境整備を図ること
で、地域住民の生活を支え、安心して暮らせるまちづくりに寄与することを目的としています。

事業の効果

コミュニティバスの運行や路線バスへの助成により、交通空白地域を解消し、新たな交通空白地域が発生する
ことを抑制できます。
地域公共交通会議における協議や交通事業者との連携を図ることにより、持続可能な地域の公共交通網を
実現していくための仕組みが構築できます。

節 説明

事業の概要

地域公共交通会議を開催し、公共交通に関する協議や地域公共交通網形成計画の進捗管理を行います。
佐倉市コミュニティバス（5ルート）を運行するほか、単独では存続が困難な民間バス路線への助成を実施しま
す。
公共交通を利用しやすい環境整備を図ります。

令和4年度　当初予算要求事業内容説明書

第2章　人と自然が調和した安心して暮らせるまち（都市基盤・住環
境）

施策2　持続可能な公共交通網の形成を推進します

事業 地域公共交通対策事業

担当所属 都市計画課

予算要求額
（財源内訳）

127,254千円

基本施策1　都市計画・公共交通



【活動指標・成果指標】　

交通不便地域の移動手段の確保 7地区

コミュニティバス運行路線数 5路線

指標名 令和4年度計画値

コミュニティバス利用者数 141,000人


